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船上からジオを満喫！　ジオ・クルーズ
　７月 16日、海の日を記念し、「しまばらジオ・クルーズ」を開催しま
した。
　ジオ・クルーズは普段なかなか見ることができない有明海からのジオ
パークを見学するもので、抽選で選ばれた１２２人が参加し、担当者か
らの眉山や九十九島などジオパークの見どころについての説明に熱心に
耳を傾けていました。
　参加者からは「海と山に囲まれた島原の良さをあらためて実感するこ
とができた」などの感想がありました。

今夏においても電力不足が予想されています。皆さんの節電をお願いします

（船上から眉山を眺める参加者）
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風
水
害
対
策
は
情
報
収
集
か
ら

　
台
風
や
豪
雨
（
大
雨
）
の
被
害

は
、
正
確
な
気
象
情
報
を
集
め
る

こ
と
で
、
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

気
象
情
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
台
風
は
、
地
震
な
ど
の
ほ

か
の
災
害
と
比
べ
て
早
く
か
ら
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
気
象
庁
（
長
崎
海
洋
気
象
台
）

な
ど
が
発
表
す
る
台
風
情
報
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
適
切
な
対

策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
気
象
警
報
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

随
時
情
報
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
大
雨
に
関
し
て
、
大
雨
注
意
報

や
大
雨
警
報
が
出
さ
れ
ま
す
が
、

土
石
流
ま
た
は
が
け
崩
れ
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
県
と

長
崎
海
洋
気
象
台
か
ら
「
土
砂
災

害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止
や

軽
減
の
た
め
、
市
町
村
な
ど
の
防

災
活
動
や
避
難
勧
告
な
ど
の
判
断

の
支
援
や
住
民
の
自
主
避
難
の
目

安
と
な
り
ま
す
。

　
大
雨
の
場
合
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
、
防
災
行

政
無
線
の
放
送
な
ど
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
予
兆

　
土
砂
災
害
は
、
発
生
す
る
と
大

き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
現
象
を
確
認
し
た
ら

早
め
に
避
難
し
、
防
災
機
関
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

①
が
け
く
ず
れ

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
音
が
す
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

②
土
石
流

・
山
鳴
り
が
す
る

・
川
が
濁
っ
た
り
木
が
流
れ
て
く
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川 

  

の
水
位
が
下
が
る

③
地
滑
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
井
戸
水
な
ど
が
濁
る

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

風
水
害
・
土
砂
災
害
へ
の
備
え

　
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
お
年
寄
り
や

子
ど
も
、
病
気
の
人
は
早
め
の
避

難
が
必
要
で
す
。

・
看
板
や
ト
タ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

  

ト
な
ど
は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
や

  

す
く
危
険
で
す
の
で
、
家
の
周

  

囲
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
非
常
用
持
ち
出
し
品
（
食
品
、　

  
飲
料
水
、
救
急
セ
ッ
ト
、
衣
類
、

  
貴
重
品
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ

  

ジ
オ
な
ど
）
の
準
備
、
点
検
を

　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
避
難
す
る
場
合
は
、
電
気
の
ブ

　
レ
ー
カ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

　
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う

・
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け
た
ら
危

　
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
触
ら
ず

　
に
お
近
く
の
九
州
電
力
へ
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い

各
家
庭
の
防
災
行
政
無
線
の
戸
別

受
信
機
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
電
池
の
寿
命
は
約
１
年
で
す
。

電
池
の
液
漏
れ
は
故
障
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
は
必
ず

電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　
昨
今
、
国
内
外
を
問
わ
ず
大
規
模
な
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
災
害
は
突
然
発
生
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
災
害
に
備
え

る
心
構
え
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
避
難
場
所

の
確
認
や
非
常
用
持
ち
出
し
品
、
各
家
庭
に
あ
る
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
の
点
検
な
ど
、
も
う
一
度
家
庭
の
防
災
対
策
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

（大雨により冠水した国道 251 号 ）

緊急時連絡先
・生活安全グループ交通防災班（☎ 63-1111　内線 243）
・有明支所（☎ 68-1111　内線 521）
• 島原広域消防本部司令課（☎ 65-5151　緊急時 119） 
• 島原警察署（☎ 64-0110　緊急時 110）
• 西部ガス島原営業所 （☎ 63-1313）
  （ガス漏れ通報専用電話　☎ 63-0919）
• 九州電力島原営業所（☎ 0120-986-404）
  （九州電力ホームページ　http://nagasaki.kyuden.co.jp）
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問い合わせ先
環境グループ衛生保全班（☎ 63-1111　内線 194）

食中毒の発生しやすい季節です。ご注意を！
　食中毒は季節を問わず年間を通して発生しますが、気温や湿度の高い夏は特に食中毒の発生しやすい
季節です。特に子ども、お年寄り、抵抗力の弱い人は注意が必要です。
　毎日のちょっとした心がけで食中毒は予防できます。次の食中毒予防の三原則を守って食中毒を防ぎ
ましょう。

① 栄養　人にとって栄養となる食品は、細菌にとっても栄養源となります。調理器
             具類では、食品のわずかな残さや汚れが細菌にとって栄養源となります。
② 水分　細菌は食品中の水分を利用して増殖します。水分含量 50％以下では発育
             しにくく、20％以下では発育できません。
③ 温度　ほとんどの細菌は 10 度から 60 度で増殖し、36 度前後で最もよく発育し
             ます。

細菌の発育条件

① 清潔

② 迅速

③ 加熱

◆細菌をつけない
・調理前はしっかり手を洗いましょう
・調理場は清潔に、調理器具類は殺菌、 消
  毒をしましょう
・手に切り傷のある時はゴム手袋をし、指
   輪、腕時計などをした人は調理をする時
   ははずしましょう

◆細菌を増やさない
・調理は迅速に行い、調理後は早めに食べるよ
  うにしましょう
・冷蔵庫の過信は禁物です。詰めすぎず、庫
  内温度は 10 度以下に保つようにしましょう
・冷凍された食品は自然解凍せず、冷蔵庫内
  で解凍するか、電子レンジを使いましょう

◆細菌を退治する
・調理をする際は十分な加熱（中心温度が 75 度で１分以上）
 をしましょう。ただし、加熱できる食品は限られています。 
 菌の中には熱に強いものもあるので、加熱したからといっ  
 て過信は禁物です。

しっかり実践
食中毒予防の　　 原則！３

生の肉や内臓の生食は危険です
　生の肉や内臓は新鮮なものでもＯ 157
など細菌による食中毒が発生する危険性が
あります。お子さんやお年寄りなど抵抗力
の弱い人は、よく加熱して食べましょう。
　特に牛のレバーなど、
内臓は生で食べないよ
うにしましょう。

ふぐ毒にもご用心
　ふぐは昔から食用にされ、また、多くの
犠牲者を出してきた魚です。ふぐの毒は「テ
トロドトキシン」と呼ばれる神経毒で、主
として内臓（卵巣、肝臓に特に多い）に含
まれ、青酸カリの 1000 倍の毒力を持って
おり、水に不溶で加熱に対しても強いとい
う恐ろしいものです。
　食べて 30 分から 3 時間で口唇、舌、手
指のしびれ、吐き気、嘔吐、腹痛などの症
状が現れ、重症の場合は、歩行起立困難、
言語障がい、呼吸困難などを起こして死亡
します。
　次のことを守ってふぐによる食中毒をな
くしましょう。
・釣ったり、人からも
  らったりしたふぐを
  素人調理して食べない
・ふぐ処理の講習を受けた人が適正に調理
  する信頼できるお店で食べる
・卵巣、肝臓などの有毒な内臓は絶対に食
  べない（種類によっては、他の臓器や皮
  も有毒です）



平成 24.8.　　4

　
限
り
あ
る
水
を
未
来
へ

　
地
下
水
は
、
利
用
し
や
す
く
コ
ス
ト
も
安

い
こ
と
、
ま
た
四
季
を
通
じ
て
水
温
の
変
化

が
少
な
い
こ
と
や
飲
み
水
と
し
て
お
い
し

い
な
ど
、
優
れ
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
本
市
で
は
、
水
道
水
を
は
じ
め
、
農
業

用
水
や
産
業
用
水
の
ほ
と
ん
ど
を
恵
ま
れ
た

地
下
水
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で

す
。

　
ま
た
、
武
家
屋
敷
や
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
、
四

明
荘
な
ど
水
を
活
か
し
た
街
な
み
は
、
重

要
な
観
光
資
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
下
水

は
無
限
に
湧
い
て
く

る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
日
ま
で
大
切
に

守
ら
れ
て
き
た
水
を

未
来
へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水
に
感
謝
し
、

保
全
や
有
効
利
用
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
内
の
湧
水
量

　
市
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
、
市
内
約
50
個

所
（
白
土
湖
を
除
く
）
の
湧
水
量
を
毎
月
調

査
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
１
日
平
均
の
湧
水
量
は
、
平

成
23
年
が
約
３
万
８
０
０
０
ト
ン
（
25

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
約
7 0
杯
分
）、
平
成

７
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
の
平
均
は
約

４
万
５
０
０
０
ト
ン
（
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

約
83
杯
分
）
で
、
毎
年
変
動
し
て
お
り
、
湧

水
量
の
推
移
と
年
間
降
水
量
を
み
る
と
、
降

水
量
の
増
減
に
伴
っ
て
変
動
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
地
下
水
の
現

状
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
地
表
に
湧
き
出

て
い
る
湧
水
量
の
推
移
に
、
今
後
も
注
目
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
下
水
保
全
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
平
成
10
年
４
月
に
「
島
原
市
地

下
水
保
全
要
綱
」
を
制
定
し
、
地
下
水
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
に
必
要
な
水
を
確
保
し
、
限
り

あ
る
自
然
の
恵
み
と
し
て
後
世
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
で
地

下
水
を
採
取
す
る
人
は
、
次
の
こ
と
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
地
下
水
を
採
取
し
て
い
る
人

・
利
用
し
な
い
地
下
水
の
放
流
停
止
に
努
め

　
て
く
だ
さ
い

・
必
要
最
小
限
度
の
揚
水
量
の
採
取
に
努
め

　
て
く
だ
さ
い

　
新
た
に
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
人

・
地
下
水
採
取
の
現
況
把
握
の
た
め
「
地
下

　
水
採
取
計
画
書
」
な
ど
の
届

　
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
は
常
に
同
じ
状
態
で
は
な
く
、
気

象
や
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
水
質
が

変
化
す
る
（
水
質
基
準
を
満
た
さ
ず
、
飲
用

に
適
さ
な
く
な
る
）
場
合
が
あ
り
ま
す
。
飲

み
水
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
る
…
年
１
回

　
は
水
質
検
査
を
行
い
、
井
戸
水
の
安
全
を

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
基
本
的
な
検
査
項

　
目
は
、
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝
酸
性
窒

　
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒
素
な
ど
10
項
目

   

で
検
査
費
用
は
、８
０
０
０
円
程
度
で
す
。 

   

市
で
は
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
な
い
た  

   

め
、
専
門
の
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
く
だ 

   

さ
い

・
井
戸
の
周
り
を
清
掃
す
る
…
人
畜
が
入
ら

　
な
い
よ
う
に
柵
な
ど
を
設
け
る
と
と
も

　
に
、
ふ
た
な
ど
で
覆
う
な
ど
汚
染
源
に

　
対
す
る
防
護
措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

・
滅
菌
処
理
し
て
か
ら
飲
む

・お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
飲
用
を
中
止
し
、 

  

す
ぐ
に
保
健
所
な
ど
へ
連
絡
す
る

　
水
質
基
準
を
満
た
さ
な
い
井
戸
水
は
健
康

被
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
硝
酸
性
窒
素
が

高
い
と
乳
幼
児
な
ど
へ
の
悪
影
響
が
あ
る
た

め
、
井
戸
水
の
利
用
を
控
え
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

８月１日は「水の日」
　わが国では、限りある貴重な資源である「水」について
関心を高め、理解を深めることを目的として、昭和 52 年、
８月１日を「水の日」、また、この日から１週間を「水の週間」
と定めています。
　のどを潤し、涼を求めて、水に接することが多くなるこ
の季節、「水の日」を機会に、貴重な資源としての水につい
て考えてみましょう。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
衛
生
保

全
班
（
☎
�
１
１
１
１　
内
線
１
９
４
）
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柔道整復師の施術は国民健康保険の対象とならな
い場合があります
　柔道整復師（整骨院・接骨院）にかかる場合、
国民健康保険から療養費としてその一部が支払わ
れます。しかし、柔道整復師による施術には、国
民健康保険の対象となる場合と、ならない場合が
あります。国民健康保険の使える範囲を正しく理
解し、受診してください。
▶国民健康保険が使える場合　
• 急性または亜急性の外傷性の打撲、捻挫（肉離
  れを含む）など 
• 骨折、脱臼の応急手当（応急手当ではない場合
  は医師の同意が必要）
▶国民健康保険が使えない場合（全額自己負担と
　なります）
• 日常生活からくる単純な疲れや肩
  こり・腰痛 
• スポーツや仕事による筋肉痛，筋
  肉疲労 
• 脳疾患後遺症、リウマチ、関節炎
  などの慢性病からくる痛みやしびれ 
• 椎間板ヘルニアなど医師が治療すべきもの 
• 症状の改善が見られない長期にわたる漫然とし
  た施術
施術を受けるときは次のことに気をつけましょう
① 重複受診をしない
　同じケガで，医療機関（病院、診療所など）の
治療と柔道整復師の施術を重複して受けたり、２

個所以上の整骨院・接骨院にかかったりしている
場合、保険が使える施術であっても、全額自己負
担になる場合があります。
② ケガの原因を正しく伝える
　外傷性のケガでない場合（神経痛，五十肩，ヘ
ルニアなど病気による痛み）は，保険の対象にな
りません。また，業務上災害や通勤災害で労災保
険の対象になるなど，他法令で給付が受けられる
場合は，保険給付が行えません。
③ 署名（捺印）はご自分で
　「療養費支給申請書」に記載される負傷の原因、
負傷名、施術日、施術内容、施術回数、金額を確
認し、ご自分で署名（捺印）してください。
④ 領収書を必ずもらう
　後日、医療機関や柔道整復師から保険請求が
あったものをお知らせする「医療費のお知らせ」
を送付しますので、領収書と請求内容をご確認く
ださい。また，確定申告で医療費控除を受ける際
に必要になりますので、大切に保管してください。
医療費の適正化にご協力ください
　柔道整復師による施術を受けた人に、施術日や
施術内容、負傷の原因などについて文書などで問
い合せをすることがあります。皆さんの国民健康
保険税を適正に使用するため、ご理解ご協力をお
願いします。
問い合わせ先
保険・健康増進グループ保険班（☎ 63-1111　
内線 231･237）

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受ける人へ

 長崎がんばらんば国体・大会
 「アイデア料理コンテスト」の作品募集

　長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会実
行委員会の主催により、両大会の開催機運の醸成お
よび県産食材を用いた食によるおもてなしのため
の「アイデア料理コンテスト」が開催されます。
　入賞作品は、大会の標準献立レシピ集に掲載され
ます。みなさん、ふるってご応募ください。
▶部　　門　①郷土料理の部（アレンジしたもの）
　　　　　　②おかずの部
　　　　　　③おやつ・デザートの部

▶対　　象　県内に在住、通勤、通学の個人または
　　　　　　グループで、第２次審査で調理実演が
　　　　　　可能な人
▶応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、作
　　　　　　品の写真またはイラストを添付して、
　　　　　　郵送、持参またはメールで応募
▶応募期間　7 月 20 日（金）～ 9 月 10 日（月）
▶表　　彰　グランプリ・最優秀賞・優秀賞・佳作
▶副　　賞　長崎県産品を贈呈

▶問い合わせ・申し込み先
　公益社団法人　長崎県栄養士会
　〒 850-0057　長崎市大黒町 3-1 長崎交通産業ビル 5 階
　☎ 095-825-9557
　E-mail：nagaeiyo-ga2014@ceres.ocn.ne.jp

皆さんの応募
お待ちしてま～す♪



 　　　感謝！ 20 周年

 　　　島原温泉ガマダス花火大会
　雲仙・普賢岳噴火災害からの早期復興を祈願して始め
られた大会も今回で 20 回目の節目を迎えます。
　今年は 20 周年を記念し、1 万発の大輪の花が夜空を彩ります。

　なお、会場周辺は駐車場がありませんので公共
交通機関をご利用ください。
▶と　き　8 月 30 日（木）　20 時 30 分から
▶ところ　島原港（下川尻町）
▶問い合わせ先　島原温泉観光協会（☎ 62-3986）

10000発
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「男女共同参画社会」について考えてみよう
◎「男女共同参画社会」とは？
　男性だから、女性だから、ということではなく、ともにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、
職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を十分に発揮することができる社会を「男
女共同参画社会」といいます。

◎島原市の男女共同参画社会実現に向けて
　市では、平成 17 年 3 月、男女共同参画社会の実現に向けて「ともに築く　輝き豊かな島原生活（ラ
イフ）」を将来像とし「島原市男女共同参画計画」を策定しました。
　また、平成 22 年 3 月には、社会情勢の変化や新たな課題へ対応し、時代に則した施策を推進する
ために改訂版を策定してさまざまな施策に取り組んでいます（計画期間：平成 22 年度～平成 26 年
度までの５年間）。

◎島原市の男女共同参画社会に向けての取り組み
　本市における男女共同参画社会の形成促進を図るための施策について
広く意見をお伺いし、その企画・推進に反映させることを目的に「島原
市男女共同参画推進懇話会」を設置しています。
　平成 13 年に第１期目の懇話会を設置し、現在は第５期目となります。
≪懇話会のこれまでの主な取り組み≫
・男女共同参画に関する勉強会として懇話会委員を対象としたセミナー
  などの開催
・市民を対象とした「男女共同参画社会づくり講演会」の開催
・男女共同参画市民意識アンケートの調査

５つの基本目標
 　「島原市男女共同参画計画」で定めた次の５つ
の基本目標をもとに、男女共同参画社会の実現を
目指します。
１　男女共同参画社会の形成に向けた環境の整備
２　職場での男女共同参画社会の実現
３　家庭での男女共同参画社会の実現
４　地域での男女共同参画社会の実現
５　一人ひとりの人権が擁護される社会の実現

danjo   kyodo - sankaku

vol.1

男女共同参画　講演会

　島原市における平成
22 ～ 26 年度の男女共
同参画推進の指針となる

「男女共同参画計画」を
策定しています。
　詳しい内容は、市ホー
ムページまたは政策企画
グループ政策振興班で見
ることができます。
▶問い合わせ先　政策企画グループ政策振
　興班（☎ 63-1111　内線 146）



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �
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島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
平
成
21

年
8
月
22
日
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
、
来
年
8
月
で
認
定
4
周
年
を
迎
え

ま
す
。
さ
ら
に
、
４
年
に
一
度
の
再
審
査

の
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
さ

ら
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
見
所
で
あ
る
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
を

紹
介
し
ま
す
。

島
原
半
島
の
は
じ
ま
り

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
早
崎
玄
武
岩
」

　
こ
こ
島
原
半
島
は
、
日
本
列
島
が
ア
ジ

ア
大
陸
か
ら
分
か
れ
て
き
た
１
５
０
０
万

年
前
（
日
本
海
が
誕
生
し
た
こ
ろ
）
に
は
、

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

４
３
０
万
年
前
に
な
っ
て
現
在
の
南
島
原

市
口
之
津
町
に
あ
る
早
崎
海
岸
の
あ
た
り

か
ら
、
海
底
火
山
が
噴
火
を
繰
り
返
し
徐
々

に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
島
原
島
（
ま
だ
半
島
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
）
の
誕
生
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
の
噴
火
で
流
れ
出
た
溶

岩
が
固
ま
っ
て
出
来
た
岩
を
『
早
崎
玄
武

岩
』
と
言
い
、
現
在
で
も
早
崎
海
岸
に
行

く
と
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
島
原
半
島
の
一
番
古
い
火
山
岩
を
、
皆

さ
ん
も
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
次
回
は
、
島
原
半
島
の
は
じ
ま
り
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
２
「
国
崎
安
山
岩
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　現在同じような現象が、
スペイン領にあるエル・イ
エロ島の近くであっていて、
海底火山が噴火
を繰り返し、
新しい島が誕
生しそうなん
だって。

こ ぼ れ 話

島原半島の誕生が分かる「早崎玄武岩」

絹笠山サンセットジオさらく
雲仙地獄と
沈みゆく夕日を眺めてみませんか

寺井先生と巡る

▶と　き　8月 18日（土）16時から 19時 30分まで
※雨天時は「雲仙地獄と銭湯ジオさらく」に変更
▶集合場所　雲仙やまびこ会館駐車場
▶募集人数　20人（人数が 4人以上で実施します）
▶参加費　500円（ガイド料）
▶持参品　動きやすい服装、飲物、タオル、帽子、雨具、
　　　　　懐中電灯
▶申込期限　8月 15日（水）まで
▶申込方法　メール、ファックスまたは電話で申し込
　　　　　　んでください
▶申し込み・問い合わせ先
　島原半島観光連盟（☎ 62-0655、FAX62-0680、
　E-mail：taiken@gamadas.jp）

　島原半島世界ジオパークの寺井先生と一緒
に雲仙地獄をさらこう。
　雲仙地獄の移り変わりと地獄の噴気に触れ
た後は、サンセットヒルとして諸外国に知れ
た絹笠山に登って、沈みゆく夕日を眺めます。

絹笠山からの夕日

ジーナちゃん

ジオを楽しむ旅のガイドブック
「全国ジオパーク完全ガイド」
　島原半島ジオパーク
を含む日本ジオパーク
全 20個所を余すとこ
ろなく紹介したガイド
ブックが販売されまし
た。
　購入は書店などでお
買い求めください。



島原半島少年少女バレーボール教室開催
がんばらんば国体の気運を盛り上げよう

　6 月 23 日、島原復興アリーナで、平成 26 年開催の
「長崎がんばらんば国体」の機運を盛り上げようと島原
半島少年少女バレーボール教室および講演会を開催し
ました。
　教室では、春の高校バレーで大村工業高校を優勝へ
導いた本市出身の伊藤孝浩監督の指導のもと、小中学
生が熱心に耳を傾け、技術の向上に取り組みました。
　なお、島原復興アリーナは「長崎がんばらんば国体」
バレーボール競技の会場となっています。

「社会を明るくする運動」啓発活動
犯罪や非行のない社会を目指して

　7 月 2 日、7 月の「社会を明るくする運動」強調月
間に合わせ、社会を明るくする運動島原地区推進委員
会の皆さんと横田市長、清水教育長が島原駅で啓発活
動を行いました。
　社会を明るくする運動は犯罪や非行の防止について
理解を深め犯罪や非行のない地域を築こうとする運動
で「黄色い羽根」がシンボルマークとなっています。
　また、強調月間に合わせ、市内各所で意見発表会や
小中学生作文コンテストなどが実施されました。

熊本市と「災害応援協定」を締結
災害への対応強化

　7 月 3 日、熊本市役所で熊本市と「災害応援協定」
を締結しました。
　この協定は熊本市・島原市いずれかの地域内におい
て、災害が発生する恐れや災害が発生したとき、それ
ぞれの市が保有している資材・機材の提供や職員派遣
を行うほか、眉山が崩壊した「島原大変（1792 年）」
の歴史をかんがみ、眉山に異常が見られた場合の情報
提供など災害への対応を強化しようと行ったものです。

指導を行う伊藤孝浩監督（写真左）

協定書を取り交わす
幸山政史 熊本市長（写真左）と横田市長

ウ
ォッチン

グ

まち
かど
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「全国和牛能力共進会 100日前イベント」開催
和牛のオリンピック　開催間近

　7 月 7 日、10 月に島原復興アリーナなどで開催
される「全国和牛能力共進会」の機運を盛り上げよ
うと 100 日前イベントを島原復興アリーナで開催し
ました。
　全国和牛能力共進会は、5 年に一度行われる和牛
日本一を決める大会で「和牛のオリンピック」とも
言われています。
　イベントでは、和牛の絵コンテスト表彰式のほか
園児らによる和太鼓演奏や長崎和牛試食会を行い、
多くの人で賑わいました。

島
原
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

夏を
満喫！

島
原
水
ま
つ
り

▼
と
　
き　
８
月
１
日
㈬
～
８
月
４
日
㈯

　
ま
で

▼
内
　
容

①
鎮
魂
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白
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に
灯
ろ
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を
浮
か
べ
、

　
水
に
感
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す
る
と
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も
に
雲
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・
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岳
噴
火
災
害
の
犠
牲
者
へ
祈
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を
捧
げ
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す

・
８
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日
㈬
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白
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湖
）

②
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オ
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ら
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時
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武
家
屋
敷
）
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ま
ち
）

③
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夜
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す
く
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、
か
ん
ざ
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し
の
振
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舞
い
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月
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日
㈮
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ら
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時
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門
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園
）

④
湧
水
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・
８
月
３
日
㈮
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時
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（
武
家
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敷
）

・
８
月
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㈯
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時
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四
明
荘
）

⑤
湧
く
湧
く
タ
ン
ブ
ラ
ー
プ
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ゼ
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来
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行
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会
（
島
原
青
年
会
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所
内　
☎
�
３
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２
１
）

精
霊
流
し
行
事

　
竹
と
ワ
ラ
で
作
っ
た
精
霊
流
し
に
、
切

子
灯
ろ
う
を
飾
り
付
け
た
島
原
独
特
の
精

霊
流
し
。

▼
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８
月
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日
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ら

▼
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曜
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市

▼
と
　
き　
８
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日
㈯
・
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日
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時
か
ら

▼
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こ
ろ　
一
番
街
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ー
ケ
ー
ド
・
万
町

　
商
店
街

島
原
城
下
浴
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ま
つ
り

　
浴
衣
を
着
て
散
策
す
る
と
嬉
し
い
特
典

が
盛
だ
く
さ
ん
。
フ
ォ
ト
コ
ン
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同
時
開
催
中
。
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月
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日
㈮
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で

▼
と
こ
ろ　
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内
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円

▼
問
い
合
わ
せ
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島
原
温
泉
観
光
協
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（
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９
８
６
）

9　　平成 24.8.



し ま ば ら
子育て情報

育児ワンポイント
“冷房をうまくつかいましょう”
　“夏の暑さに対して冷房の使い方を
迷う”という声を聞きます。
　日中のあそびでシャワーやプール、
木陰を利用して涼み、
食事や睡眠の時間帯
を目安に冷房を使う
とよいでしょう。
　外気温との差を５℃前後に抑え、1
日中つけっ放しは避けましょう。汗
をかくことも大切です。

　  育児サークル「にこにこ kids 」
　親子で楽しみながら子育てをしてみませんか。育児ボラン
ティアの方の協力で、 毎回楽しい行事が盛りだくさん！
自由参加できます。お気軽に参加ください。
※保健師・栄養士による乳幼児相談も行っています（9 時 30
　分～ 11 時）
　食生活改善推進員とありあけ母親クラブの皆さんによる手作
りおやつもあります。
●と　き　毎月第１木曜日　10 時～ 11 時 30 分
●ところ　安中公民館　　　　　　　　 
●対象者　市内に住む小学校就学前までのお子さんとその保護者
●問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）

「育児サークル」ってなあに？
　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるよう、情報交換と友だちづくりのきっかけとなる
場を設けて、参加者の交流を行っています。今月は、「にこにこ kids」を紹介します。

育児サークル 曜　日 場　所 育児サークル 曜　日 場　所
ぱぴぷキッズ 毎月第２・４木曜日 市保健センター すくすくげん kids 毎月第３木曜日 杉谷公民館
きらら kids 毎月第１火曜日 有明保健センター こいこいひろば 毎月第１水曜日 霊丘公民館
のびのび kids 毎月第 2 火曜日 三会公民館 にこにこ kids 毎月第１木曜日 安中公民館

育児ボランティアの皆さん 絵本の読み聞かせ

子どもの日の制作 カブトをかぶってハイポーズ

平成 24.8.　　10

～ 子育て支援講座を開催します ～

N
ノ ー バ デ ィ ズ

obodys  P
パーフェクト

erfect（親育ち講座）
　このプログラムは、０歳から５歳までの子どもをもつ親
のプログラムです。
　参加者である親自身が、自分のやりかたで、安心して、
自信を持って子育てができるよう、参加者とファシリテー
ター（会議などの議事進行を務める人）がともにサポート
してゆくものです。
　始めから完璧な親などいません。ひとりで
子どもを育てていくこともできません。子ど
もの幸せを願い、親自身が学び、協力しあい
ながら、グループでの話しあいを通して、親
も子も育つ場が今、求められています。ＮＰ
プログラムはそのような機会を提供します。
コース・会場・連絡先 日程（全８回）
Ｃコース
会　場：市保健センター
連絡先：子育て支援室
　　　　（☎ 62-4015）

9 月 3 日（月）・10 日（月）・18 日（火）・
24 日（月）
10 月 1 日（月）・10 日（水）・16 日（火）・
22 日（月）

Ｄコース
会　場：白山公民館
連絡先：わかくさ園保育所
　　　　（☎ 62-3638）

10 月 3 日（水）・10 日（水）・17 日（水）・
24 日（水）・31 日（水）
11 月 8 日（木）・14 日（水）・21 日（水）

▶時　間　10 時から 12 時まで　　▶参加費　無料
▶募集人数　各コース 14 人（申込多数の場合は抽選）
▶対象者　0 歳から小学校就学前までの乳幼児の親で、原
　　　　　則として全日程（8 回）参加できる人
▶申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）











Information

く
情
報の

■市役所本庁（代表）☎63-1111
■有明庁舎（代表）　☎68-1111
　有明支所、産業振興部、
　教育委員会、農業委員会、
　水道局、文化・スポーツ
　振興グループ
■電子メール
　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp

し
ら　

　
募

集

島
原
市
職
員
の
募
集

（
平
成
25
年
度
採
用
予
定
）
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か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人

※
全
職
種
と
も
、
採
用
後
は
市
内
に
居

　
住
で
き
る
人

▼
試
験
日
、
試
験
会
場
、
試
験
内
容

　（
第
一
次
試
験
）
 

・
９
月
15
日
㈯
、
第
一
中
学
校
運
動
場

　
（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）、
体
力
試

　
験

 

・
９
月
16
日
㈰
、
島
原
文
化
会
館
、
学

　
力
試
験

▼
受
付
期
限　
８
月
17
日
㈮
ま
で

▼
採
用
試
験
要
綱
な
ど
の
請
求
方
法

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
出
力
す
る
場
合

　

…

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

 

・
直
接
、
請
求
す
る
場
合…

政
策
企
画

　
グ
ル
ー
プ
人
事
班
ま
た
は
有
明
支
所

　
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

 

・
郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合…

１
２

　
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先
明

　
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封

　
の
う
え
、
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
人
事

　
班
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画

　
グ
ル
ー
プ
人
事
班
（
〒
８
５
５
ー
８

　
５
５
５　
島
原
市
上
の
町
５
３
７
番

　
地　
☎
内
線
１
２
６
）

　
独
身
の
男
性
と
女
性
の
出
会
い
の
架

け
橋
の
た
め
、
島
原
の
魅
力
あ
る
海
や

山
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き　
８
月
26
日
㈰　
13
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
舞
岳
山
荘
（
島
原
市
有
明

　
農
林
漁
業
体
験
実
習
施
設
）

▼
対
象
者

 

・
男
性…

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
40
歳

　
ま
で
の
独
身
の
人

 

・
女
性…

20
歳
以
上
40
歳
ま
で
の
独
身

　
の
人
（
市
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
）

▼
参
加
費　
一
人
１
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　
男
性
・
女
性
そ
れ
ぞ
れ

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
８
月

　
17
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
産
業

　
政
策
グ
ル
ー
プ
企
画
調
整
班
（
☎
内

　
線
５
６
１
）

　
▼
募
集
住
戸
・
家
賃　
萩
が
丘
住
宅

　
単
身
者
向
け
１
戸
（
２
Ｄ
Ｋ・
１
６

　
１
０
０
円
か
ら
）

※

家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す

▼
単
身
者
向
け
申
込
資
格

 

・
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

　
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
４
級
以
上
の

　
人
、
そ
の
他
条
例
で
定
め
る
人

 

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

 

・
暴
力
団
員
で
無
い
こ
と

 

・
島
原
市
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
収
入

　
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

▼
申
込
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
８
月

　
16
日
㈭
ま
で

▼
抽
選
会　
８
月
17
日
㈮

▼
入
居
予
定
日　
９
月
下
旬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち

　
づ
く
り
管
理
グ
ル
ー
プ
住
宅
管
理
班

　

(

☎
内
線
２
２
８)

▼
職
務
内
容　
公
民
館
事
務
補
助

▼
雇
用
人
数　
１
人

▼
雇
用
期
間　
９
月
か
ら
平
成
25
年
３

　
月
ま
で

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数　
一
般

　
事
務
・
建
築
・
行
政
・
土
木　
そ
れ

　
ぞ
れ
若
干
名

▼
受
験
資
格

①
一
般
事
務…

高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
し
、
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
人

②
建
築…

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　
し
、
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
人
で
、
１
級
建
築
士
ま
た
は

　
２
級
建
築
士
の
免
許
を
有
す
る
人

③
行
政
・④
土
木…

大
学
卒
業
程
度
の

　
学
力
を
有
し
、
昭
和
58
年
４
月
２
日

島
恋
『
夏
☆
満
喫
ツ
ア
ー
』
参
加
者

募
集
（
島
原
市
め
ぐ
り
あ
い
事
業
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

公
民
館
事
務
員
の
募
集



16平成24.8.

Information
 

・
研
修
会
に
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

▼
活
動
内
容　
研
修
会
へ
の
参
加
や
健

　
診
チ
ラ
シ
の
配
布
、
地
区
ご
と
の
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

 ※

平
成
23
年
度
の
活
動…

ミ
ニ
健
康
ま

　
つ
り
、
歌
っ
て
唄
っ
て
健
康
づ
く
り
、

　
健
康
運
動
教
室
、
調
理
実
習
な
ど

▼
申
込
方
法　
８
月
10
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）　　

　
　
　
　
　

秋
波
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と　
き　
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日　

　
９
時
か
ら
（
８
月
15
日
、
16
日
は
休
み
）

▼
と
こ
ろ　
島
原
総
合
運
動
公
園
（
売

　
店
前
）

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

８
月
１
日
㈬
は
島
原
文
化
会
館
に
10

　
時
集
合

※

雨
天
時
は
中
止

の
ぎ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

▼
と　
き　
８
月
３
日
㈮　
９
時
30
分

　
か
ら

▼
と
こ
ろ　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

雨
天
時
も
あ
り
ま
す

さ
る
い
て
み
ゅ
う
会

▼
と　
き　
８
月
２
日
㈭　
９
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
杉
谷
公
民
館

▼
内　
容　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
活

　
動
計
画
作
成

▼
持
参
品　
飲
料
水
・
タ
オ
ル

※

雨
天
時
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
７
７
１
３
）

▼
職
種
と
採
用
予
定
人
数　
消
防
吏
員

　
試
験
区
分
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ　
各
区
分
若

　
干
名

▼
採
用
予
定
日　
平
成
25
年
４
月
１
日

▼
受
験
資
格

 

・
試
験
区
分
Ａ…

平
成
元
年
４
月
２
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
ま
た

　
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
大
学
校
な

　
ど
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
25
年
３
月

　
ま
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

 

・
試
験
区
分
Ｂ…

平
成
３
年
４
月
２
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
ま
た

　
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
学
校
な
ど

　
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
25
年
３
月
ま

　
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

 

・
試
験
区
分
Ｃ…

平
成
元
年
４
月
２
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
救
急
救
命

　
士
の
免
許
を
有
す
る
人
（
免
許
取
得

　
見
込
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

 

・
試
験
区
分
Ｄ…

昭
和
38
年
４
月
２
日

　
か
ら
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
人
で
、
現
に
消
防
吏
員
と
し

　
て
勤
務
し
て
い
る
人

※

採
用
後
は
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

　
組
合
消
防
本
部
の
管
轄
区
域
内
に
居

　
住
で
き
る
人

※

自
動
車
運
転
免
許
の
普
通
免
許
（
Ａ

　
Ｔ
車
限
定
を
除
く
）
を
取
得
し
て
い

　
る
人
、
ま
た
は
採
用
の
日
ま
で
に
取

　
得
で
き
る
人
（
平
成
25
年
３
月
卒
業

　
見
込
み
の
人
は
採
用
後
１
年
以
内
に

　
取
得
で
き
る
人
）
で
採
用
後
、
５
年

　
以
内
に
大
型
免
許
を
取
得
で
き
る
人

▼
試
験
日
、
試
験
会
場
、
試
験
内
容

○
試
験
区
分
Ａ・Ｂ・Ｃ

 

・
第
一
次
試
験…

10
月
21
日
㈰
、
第
二

　
中
学
校
、
学
力
試
験
（
教
養
、
適
性
）

　
体
力
試
験

 

・
第
二
次
試
験…

第
一
次
試
験
合
格
者

　
に
通
知
し
ま
す
、
作
文
・
面
接
・
身

　
体
検
査

○
試
験
区
分
Ｄ　
10
月
20
日
㈯
、
島
原

　
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
、

　
小
論
文
・
面
接

▼
受
付
期
間　
８
月
27
日
㈪
か
ら
９
月

　
21
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
消
防
本
部
に
備
え
付
け

　
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
勤
務
場
所　
三
会
公
民
館

▼
応
募
資
格　
市
内
在
住
で
、
社
会
教

　
育
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン

　
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
操
作
が

　
で
き
る
人

▼
勤
務
時
間　
９
時
か
ら
16
時
30
分
ま

　
で
（
12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
休
憩
、　

　
夜
間
や
土
曜
日
・
日
曜
日
な
ど
の
勤

　
務
も
あ
り
ま
す
）

▼
休　
日　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

　
年
末
年
始
の
休
日

▼
賃　
金　
日
額
４
５
２
０
円
、
夏
季
・

　
冬
季
一
時
金
有

▼
応
募
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼
り
付

　
け
）
を
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
限　
８
月
17
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
グ
ル
ー

　
プ
（
☎
内
線
６
５
１
）

　
市
で
は
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
健
康
づ
く

り
推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
の

た
め
、
そ
し
て
地
域
の
た
め
に
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

 

・
島
原
市
民
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
が

　
あ
る
人

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
募
集

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員
の
募
集

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集
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くらしの情報くらしの情報

７
５
９
）

▼
応
募
内
容

①
牛
乳
や
バ
タ
ー
、
そ
の
他
の
乳
製
品

　
を
使
用
す
る
自
慢
の
ア
イ
デ
ア
料
理

②
材
料
費
は
２
０
０
０
円
以
内
（
４
人

　
分
）、
牛
乳
・
乳
製
品
の
費
用
不
要

③
調
理
時
間
１
時
間
で
完
成
す
る
料
理

▼
対
象
者　
県
内
在
住
で
高
校
生
以
上

　
の
人
（
調
理
師
な
ど
プ
ロ
を
除
く
）

▼
応
募
期
限　
９
月
７
日
㈮
ま
で

▼
応
募
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職

　
業
、
作
品
名
、
４
人
分
の
材
料
、
作

　
り
方
、
費
用
を
記
入
し
、
写
真
を
添

　
付
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
酪
農
業

　
協
同
組
合
連
合
会
（
諫
早
市
福
田
町

　
１
ー
11　
☎
０
９
５
７
㉒
３
３
５
６
）

　
お
盆
中
の
可
燃
・
不
燃
・
資
源
ご
み

の
収
集
お
よ
び
し
尿
く
み
取
り
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
お
盆
前
は
し
尿
汲
み
取
り
が
混
み
合

い
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
グ
ル
ー
プ
廃
棄
物

対
策
班
（
☎
内
線
１
９
３
）
へ
。

　
会
社
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

病
院
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な

ど
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
（
事
業
系
ご

み
）
は
、
法
律
に
よ
り
事
業
者
自
ら
の

責
任
で
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
が
収
集
す
る
ご
み
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
だ
け
で
す
。
事
業
系
ご
み
は
、

家
庭
ご
み
の
集
積
場
所
へ
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。　

　
事
業
系
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

次
の
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法　

　
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い

①
自
ら
処
理
場
へ
搬
入
す
る
（
産
業
廃

　
棄
物
、
処
理
困
難
物
は
搬
入
で
き
ま

　
せ
ん
）

 

・
燃
や
せ
る
ご
み…

東
部
リ
レ
ー
セ
ン

　
タ
ー
（
前
浜
町
）
へ
直
接
搬
入
し
て

　
く
だ
さ
い

 

・
燃
や
せ
な
い
ご
み…

事
前
に
環
境
グ

　
ル
ー
プ
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
、
有

　
明
支
所
、
三
会
出
張
所
で
発
行
す
る

　
搬
入
券
を
持
っ
て
島
原
リ
サ
イ
ク
ル

　
プ
ラ
ン
ト
（
西
町
）
へ
搬
入
し
て
く

　
だ
さ
い

②
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

　
依
頼
し
処
理
す
る
（
許
可
業
者
に
つ

　
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー
プ
廃

　
棄
物
対
策
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
地
域
広
域
市

　
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
（
☎
62
７
７

　
１
１
）

　
航
空
学
生

▼
資
　
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
９
月
22
日
㈯

一
般
曹
候
補
生

▼
資
　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
一
次
試
験　
９
月
17
日
㈪

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資
　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
付
の
と
き
に
お
知
ら
せ

　
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▼
資
　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月

　
７
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日　
９
月
23
日
㈰
か
ら
26
日
㈬

　
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎
62
３

自
衛
官
募
集

牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル

ら
知
お

せ

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

事
業
系
ご
み
の
処
理

８月13日(月) ８月14日(火) ８月15日(水) ８月16日(木)

収　集
収集対象地区
のみ収集

収集対象地区
のみ収集

収集対象地区
のみ収集

収集対象地区
のみ収集

東部リレーセンター
への自己搬入

○ ○ ○ ○

収　集
収集対象地区
のみ収集

× ×
収集対象地区
のみ収集

島原リサイクルプラ
ントへの自己搬入

○ × × ○

旧島原市区域 ○ × × ×

旧有明町区域 ○ ○ × ○
し尿くみ取り

不燃ごみ
資源ごみ

区　　　　分

可燃ごみ
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も
に
、
平
和
を
願
い
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
の
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
旗
を
揚
げ
ら
れ
る
家
庭
や

事
業
所
な
ど
で
は
半
旗
の
掲
揚
を
お
願

い
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
日
時

 

・
８
月
６
日
㈪　
８
時
15
分
（
広
島
）

 

・
８
月
９
日
㈭　
11
時
２
分
（
長
崎
）

 

・
８
月
15
日
㈬　
正
午
（
全
国
戦
没
者

　
追
悼
式
）

　
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
人
、
な

ら
び
に
支
給
停
止
中
の
人
は
現
況
（
所

得
状
況
）
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
は
必
ず
受
給
者
本
人

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

 

・
児
童
扶
養
手
当
現
況
届…
８
月
20
日

　
㈪
か
ら
24
日
㈮
ま
で

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届…

　
８
月
22
日
㈬
か
ら
24
日
㈮
ま
で

※

届
出
が
無
い
場
合
、
８
月
以
降
の
手

　
当
が
受
給
で
き
な
く
な
る
た
め
、
受

　
付
期
間
中
に
手
続
き
が
で
き
な
い
場

　
合
で
も
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
手
続
き

　
が
必
要
で
す

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
支

　
援
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も
家
庭
班
（
☎
内

　
線
２
７
８
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎

　
内
線
５
０
６
）

　
８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
開
館
時
間

を
１
時
間
延
長
し
て
10
時
か
ら
22
時
ま

で
開
館
し
ま
す
（
火
曜
日
は
休
館
日
）。

　
な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
足

湯
は
通
常
通
り
10
時
か
ら
21
時
ま
で
開

館
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

65
９
０
９
０
）
へ
。

　
長
崎
県
南
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
登
載
資
格
者　
平
成
４
年
12
月
６
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
島
原
市
内

　
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
し
、
年

　
間
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業

　
を
営
み
、
ま
た
は
漁
業
者
の
た
め
に

　
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物

　
の
採
捕
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る

　
人
（
法
人
を
含
む
）

▼
申
請
現
在
日　
平
成
24
年
９
月
１
日

　
㈯

▼
申
請
期
限　
９
月
５
日
㈬
ま
で

▼
申
請
場
所　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

　
務
局
（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
市
役
所

　
本
庁
舎
の
日
直
で
受
け
取
り
ま
す
）

※

申
請
書
用
紙
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

　
会
、
島
原
漁
業
協
同
組
合
本
所
お
よ

　
び
有
明
漁
業
協
同
組
合
本
所
に
あ
り

　
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
選
挙
管
理
委
員

　
会
（
☎
内
線
３
１
１
）

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
理
解
の
促

進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
費

無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
　
き　
８
月
30
日
㈭　
13
時
か
ら

　
16
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　
雲
仙
市
国
見
町
文
化
会
館

▼
内
　
容　
講
演
会
ほ
か

　
講
師　
高
森　
信
子
氏

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
保
健
総
務
グ

　
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
３
）

講
義
・
演
習

▼
と
　
き　
９
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮　

　
９
時
か
ら
16
時
ま
で

　
平
成
24
年
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構

造
基
本
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
全
国

お
よ
び
地
域
別
の
就
業
構
造
に
関
す
る

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
昭
和
31
年
以
来
16
回
目
の
調
査

と
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
は
、
一
定
の
方
法
で
県
内

全
市
町
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
約
９
８
０

０
世
帯
で
、
本
市
で
は
約
４
０
０
世
帯

が
対
象
で
す
。

　
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ
総

務
行
政
班
（
☎
内
線
１
５
３
）
へ
。

　
広
島
・
長
崎
両
被
爆
地
で
は
、
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
月
６
日
・
９
日

に
そ
れ
ぞ
れ
犠
牲
者
の
慰
霊
、
な
ら
び

に
平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
15
日
に
は
、
全
国
戦
没

者
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
式
典
に
合
わ
せ
原
爆

死
没
者
や
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
と
と

島
原
半
島
精
神
保
健
福
祉
大
会

看
護
力
再
開
発
・
離
職
防
止
講
習
会

有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
の

開
館
時
間
の
延
長

８
月
６
日
・
９
日
・
15
日
は

「
黙
と
う
」
を

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
製

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を
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視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

た
め
の
学
校
相
談
会

▼
と
こ
ろ
　
な
が
さ
き
看
護
セ
ン
タ
ー

　
（
諫
早
市
永
昌
町
）

▼
内
　
容　
看
護
の
動
向
、
看
護
倫
理
、

　
医
療
事
故
防
止
、
院
内
感
染
防
止
、　

　
静
脈
注
射
、
採
血
演
習

病
院
実
習

▼
と
　
き　
９
月
10
日
㈪
か
ら
12
日
㈬

　
ま
で　
８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま

　
で

▼
と
こ
ろ　
各
地
区
実
習
病
院

申
込
締
切

　
８
月
22
日
㈬
ま
で
（
受
講
料
無
料
）

対
象
者　

①
未
就
業
の
人
で
講
義
、
演
習
、
実
習

　
の
全
日
程
参
加
で
き
る
人

②
在
職
中
で
講
義
、
演
習
の
２
日
間
参

　
加
で
き
る
人

問
い
合
わ
せ
先

　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
５
７

49
８
０
６
０
）

　
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域　
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ほ
か

▼
参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
㈶
長

　
崎
県
連
合
遺
族
会
（
☎
０
９
５
ー
８

　
４
３
ー
３
５
８
５
）

平
日
の
学
校
相
談
会

▼
対
象
者　
幼
児
、
小
中
学
生
お
よ
び

　
そ
の
保
護
者
な
ど
、
学
校
関
係
者
、　

　
一
般
の
人

▼
と
　
き　
９
月
19
日
㈬　
９
時
15
分

　
か
ら
12
時
35
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　
県
立
盲
学
校
（
西
彼
杵
郡

　
時
津
町
）

▼
内
　
容　
授
業
参
観
や
施
設
・
整
備

　
見
学
、
教
育
内
容
説
明
な
ど

※

午
後
か
ら
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
の
と
き
に

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　
９
月
12
日
㈬
ま
で

専
攻
科
（
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
養
成
課
程
）
相
談
会

▼
対
象
者　
視
覚
障
が
い
者
お
よ
び
そ

　
の
家
族
や
関
係
者

▼
と
　
き　
１
回
目
９
月
８
日
㈯
、
２

　
回
目
12
月
８
日
㈯　
13
時
か
ら
15
時

戦
没
者
遺
児
の
皆
様
へ

熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避
けること」が大切です！
●部屋の温度をこまめにチェック！
●室温が上がりすぎないように、エアコンや扇風
　機を上手に使いましょう
●のどが渇かなくてもこまめに水分補給！（特に
　高齢者はのどの渇きを感じにくいので注意が必
　要です）
●外出するときは、体をしめつけない涼しい服装
　で、帽子や日傘で日よけ対策をしっかりとしま
　しょう
●無理をせず、適度に休憩をとりましょう
●日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づく
　りに心がけましょう

熱中症が疑われる人をみかけたら・・・
１．涼しい場所（日陰や室内）へ連れていく
２．水でぬらしたタオルや保冷剤で体を冷やす
３．水分・塩分を補給する（イオン飲料など）

こんなときは１１９番！
　体がきつくて動けない、水が飲めない、意識が
おかしい、全身のけいれんがある場合は、ためら
わずに救急車を呼んでください。
※環境省の熱中症予防情報サイトでは、各地域の
　暑さ指数（ ＷＢＧT ）が公表されています。参
　考にしてみてはいかがでしょうか

問い合わせ先
　市保健センター（☎64-7713）

　熱中症とは、高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温の調節機能がうま
く働かないことにより、体内に熱がたまり、めまい、体がだるい、吐き気などの症状が現れ、ひどいと
きにはけいれんや意識の異常などをおこす病気です。
　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いため、熱中症になる場合がありますので注意が必要です。

熱中症に気を付けましょう
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Information

で
す
。
農
薬
は
次
の
点
に
注
意
し
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

 

・
農
薬
を
使
う
前
に
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読

　
ん
で
使
用
上
の
注
意
を
守
る

 

・
散
布
の
際
は
防
除
衣
な
ど
を
つ
け
る

 

・
周
辺
へ
の
飛
散
に
気
を
付
け
、
周
囲

　
の
作
物
、
人
家
、
家
畜
、
養
蜂
、
河

　
川
な
ど
へ
の
影
響
に
注
意
す
る

 

・
散
布
後
は
十
分
に
器
具
を
洗
浄
す
る

 

・
保
管
場
所
に
必
ず
鍵
を
か
け
る

　
詳
し
く
は
、
県
病
害
虫
防
除
所
（
☎

０
９
５
７
㉖
０
０
２
７
）、
島
原
振
興

局
（
☎
62
３
６
１
０
）、
農
協
な
ど
へ
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
に
あ
る

文
化
財
的
資
源
の
現
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
を
表
す
も
の
で
、
街
路

か
ら
観
察
で
き
る
文
化
財
の
所
在
と
状

況
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
聞
き
取
り
や

写
真
撮
影
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
場
所　
市
内
全
域

▼
調
査
期
間　
平
成
24
年
７
月
か
ら
平

　
成
25
年
３
月
ま
で
（
予
定
）

▼
請
負
業
者　
㈱
大
信
技
術
開
発

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
グ
ル
ー

　
プ
（
☎
内
線
６
５
１
）

　
▼
と　
き　
９
月
８
日
㈯　
13
時
か
ら

　
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
内　
容　
「
地
域
で
育
て
よ
う
脳
卒

　
中
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
医
師
、
看
護

　
師
、
療
法
士
、
介
護
士
な
ど
に
よ
る

　
講
演
を
行
い
ま
す

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
島
原
病
院

　
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
１

　
１
４
５
）

▼
と　
き　
８
月
か
ら
毎
週
金
曜
日　

　
13
時
か
ら
17
時
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ　
高
城
会
館
（
諫
早
市
高
城

　
町
５
ー
25
）

▼
相
談
内
容　
不
動
産
登
記
、
商
業
登

　
記
、
多
重
債
務
問
題
、
相
続
、
成
年

　
後
見
制
度
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分
で
、
事
前

　
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

▼
相
談
員　
司
法
書
士

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
５
ー
８
２
３
ー
４
８
９
５
）

▼
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
相
談　
月
曜

　
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）

　
９
時
か
ら
17
時
45
分
ま
で

▼
弁
護
士
に
よ
る
相
談
（
事
前
予
約
制
）

　
毎
月
第
４
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
労
働
相
談
情

　
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
ー
７
８

　
３
ー
２
５
８
）

下
期
（
10
月
か
ら
３
月
ま
で
）
の
保
険

料
前
納

　
国
民
年
金
に
は
、
一
定
期
間
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
現
金
納
付
で
の
前
納　
年
度
当
初
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
下

期
用
の
納
付
書
を
使
用
し
て
10
月
31
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。（
毎
月
納

付
に
比
べ
７
３
０
円
の
割
引
）

○
口
座
振
込
で
の
前
納　
口
座
振
込
で

６
カ
月
分
の
保
険
料
を
納
付
す
る
と
さ

ら
に
お
得
で
す
。
口
座
振
込
で
保
険
料

の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
８
月
末
日

ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
諫
早
年
金
事

務
所
に
口
座
振
替
申
出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
毎
月
納
付
に
比
べ
１
０
２

　
10
分
ま
で

▼
と
こ
ろ　
県
立
盲
学
校
（
西
彼
杵
郡

　
時
津
町
）

▼
内　
容　
専
攻
科
の
概
要
説
明
や
人

　
体
模
型
の
触
察
・
は
り
・
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
実
技
体
験
、
個
別
相
談
な
ど

▼
申
込
期
限　
１
回
目
８
月
31
日
㈮
ま

　
で
、
２
回
目
11
月
30
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
盲
学
校
（
☎
０
９
５
ー
８
８
２

ー
０
０
２
０
）

　
遊
休
農
地
（
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農

地
）
は
病
害
虫
の
発
生
や
雑
草
が
繁
殖

す
る
な
ど
隣
地
へ
迷
惑
を
か
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
草
を
刈

る
な
ど
し
て
保
全
の
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
世
帯
や
病
気
な
ど
で
耕
作
が

困
難
な
人
で
、
農
地
の
貸
し
付
け
を
希

望
す
る
人
は
、
地
区
の
農
業
委
員
ま
た

は
農
業
委
員
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

内
線
５
３
２
）
へ
。

　
６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
３

カ
月
間
は
、
農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

労
働
相
談

文
化
財
総
合
調
査
の
実
施

県
央
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
無
料
相
談

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

遊
休
農
地
の
保
全
管
理

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
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くらしの情報くらしの情報
０
円
の
割
引
）

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き　
８
月
22
日
㈬
・
９
月
19
日

　
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ

　
い

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
ロ
ビ

　
ー

▼
申
込
方
法　
当
日
先
着
順
（
予
約
不

　
要
）

※

相
談
を
受
け
る
人
は
、
年
金
手
帳
ま

　
た
は
年
金
証
書
な
ど
参
考
と
な
る
書

　
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー

　
プ
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）　

　
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
稼
働
し
て
い
ま
す

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

や
、
年
金
受
給
額
を
確
認
し
た
い
人
は
、

印
鑑
お
よ
び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
市
民
窓

口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金
班
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

救急医療週間に伴う救命講習会
◆と　き　９月７日㈮　13 時から 16 時まで
◆ところ　島原消防本部多目的ホール
◆対象者　一般市民
◆申込方法　消防本部や最寄りの消防署（分署）に
　備え付けの救命講習受講申込書兼受講票に必要事
　項を記入のうえ、FAX（62-3133）または、最寄
　りの消防署へ８月 31 日㈮までに申し込んでくだ
　さい（申込書は消防本部ホームページからダウン
　ロードすることもできます）。
◆問い合わせ先　島原消防本部警防課（☎62-3080）

気管挿管実習にご協力を
　気管挿管とは、気管にチューブなどを挿入して行
う気道確保の方法です。消防本部において、関係機
関の協力のもと、すでに７人の救命士が気管挿管認
定を受け、さらに現在、二次医療機関にて実習中で
す。一人でも多くの気管挿管認定救命士を養成し、
一人でも多くの命を救うために、気管挿管実習にご
理解とご協力をお願いします。
　詳しくは、最寄りの消防署または、二次医療機関
に問い合わせてください。
◆救急救命士の役割と仕事　救急救命士は、一般の
　救急隊員が行う応急処置のほかに、心肺停止状態
　の人に救命処置を救急現場で行うことができる国
　家資格取得者です。
◆気管挿管認定救急救命士　救急現場で気管挿管を
　実施するには、麻酔科専門医（麻酔担当医師）の
　指導による病院内（手術室）実習、30症例が義務
　づけられています。

大規模停電または計画停電実施時のお願い
◆１１９番通報　停電時には、ＩＰ電話やファック
　ス機能付きの電話など一部の電話機で使用できな
　くなるものがありますので、電話機が使えない場
　合は、携帯電話や公衆電話から１１９番通報をし
　てください。なお、光通信を利用した電話も使用
　できません。
◆家電製品などの使用　停電前に使用していた電気
　調理器などの電熱器具は、再通電火災発生防止の
　ためスイッチを切りコンセントからはずし、停電
　復旧後には異常がないか確認してください。
◆火気の使用　卓上ガスコンロ、ろうそくなどを使
　用する場合は、燃えやすいものを近づけないなど
　十分に注意を払い、こまめに換気をするようにし
　てください。
◆消防用設備など　消防用設備など（自動火災報知
　設備など）が設置されている建物では、停電が長
　時間になった場合、非常用バッテリーが切れて消
　防用設備などが有効に機能しなくなる場合があり
　ます。火災や地震などが発生した場合は、関係者
　の指示に従うとともに、建物関係者は、万一の火
　災に備え防火管理体制の強化に努めてください。
◆危険物の取り扱い　自家発電設備への燃料などの
　補給を目的に、定められた数量以上に危険物の備
　蓄などをしないでください。

問い合わせ先
　島原地域広域市町村圏組合消防本部（☎65-5151）

消防本部からのお知らせ
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日 程 会 場 受付時間 骨粗
9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

三会農村環境改善センター 9:00～ 9:40

杉谷公民館 13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

9:00～ 9:40

13:30～14:10

8月31日(金) 有明保健センター

9月  3日(月) 有明保健センター ○

8月28日(火) 医師会館

8月29日(水) ○

8月30日(木) 有明保健センター ○

8月24日(金) 島原文化会館 ○

8月27日(月) 医師会館 ○

8月22日(水) 安中公民館 ○

8月23日(木) 島原文化会館

8月20日(月) 市保健センター ○

8月21日(火) 市保健センター

▼
と
　
き　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金
班
（
☎

内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
学
生
服
（
詰
襟
１
７
５
㎝
）、
第
一

中
学
校
男
子
ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下
）、
ミ

シ
ン

　
詳
し
く
は
、
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

へ
。婦人検診を受けましょう

　嵐ではぐれた船長や仲間たちの行方は？そして襲
いかかる盗賊たちとの戦いの結末は？バグダッドの
若い船乗りシンドバットの夢とロマンと冒険の物語。
子ども向けミュージカルの公演です。
▼と　き　8月 26 日㈰　13 時 30 分開演
▼ところ　島原文化会館
▼入場料　無料（ただし入場整理券が必要です）
▼入場整理券取扱所　島原文化会館、有明総合文化
　会館
▼問い合わせ先　文化・スポーツ振興グループ（☎
　68-5474）、島原文化会館（☎62-2111）

市自主文化事業

『シンドバットの大冒険』

換
交
の
品
要
不

乳がん集団検診
▼対象者　40歳以上の職場検診のない市内に住所
　を有する女性
▼検診人数　午前…60人（先着順）、午後…50人
　（先着順）
▼検査方法　視触診およびマンモグラフィ
▼個人負担額　500円
▼申込方法　8月 6日㈪から10日㈮までに、電話
　で市保健センターへ申し込んでください
子宮がん集団検診
▼対象者　20歳以上の職場検診のない市内に住所
　を有する女性（申し込み不要）
▼個人負担額　頸部…300円、頸体部…600円
骨粗鬆症検診
▼対象者　平成25年４月１日時点で40、45、50、
　55、60、65、70歳の市内に住所を有する女性（申
　し込み不要）
▼検診日　日程の○印の日のみ実施
▼個人負担額　400円
会場と検診日

申し込み・問い合わせ先
　市保健センター（☎64-7713）
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開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
8月の休館日　6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・31日㈮

 
開館時間…9：00～18：00

8月の休館日　1日㈬・7日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫・31日㈮　　　　　　   

新刊図書紹介 8月の催し

「花のさくら通り」
荻原　浩　著　集英社

「夢より短い旅の果て」

■「チマチマ記」 

■「ひなこまち」

■「清須会議」

■「惜櫟荘だより」

長野まゆみ　著　講談社

畠中恵　著　新潮社

三谷幸喜　著　幻冬舎

佐伯泰英　著　岩波書店

島原図書館（☎64－4115）

有明図書館（☎68－5808）
図書館
通信

　8月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内
線184）で行ないます。なお、行政相談のみ有明支所相談
室でも受け付けます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　　8月7日㈫･14日㈫･21日㈫   　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉　8月1日㈬　　  13：00～16：00
◆人権相談（人権擁護委員）
　　8月1日㈬ 　　  　　　　　　　  13：00～16：00
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　8月16日㈭　　　　　  　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　8月20日㈪　　　  　　　　　　 13：00～16：00
◆公証人法律相談（島原公証役場公証人）
　　8月22日㈬ 　　　　  　　　　　13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　8月23日㈭　　　  　　　　　　 10：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　不況にあえぐユニバーサル広告社が始
めた、閑古鳥の鳴く「さくら通り商店会」
の活性化プロジェクトとは？恋と笑いと
事件がいっぱいの痛快まちづくり小説。

柴田よしき　著　角川書店
　鉄道同好会に入会した香澄。鉄道に興
味はなかったが、彼女には同好会に絶対
に入らなければいけない理由があった。
さまざまな人生と交錯する中、彼女自身
も自分のレールを敷き始めていく。

■ 工作教室「とべとべ★ロケット」
　（申し込み制15人まで）
■ おはなしのじかん
■ わくわくサイエンスシアター
■ 夏休み子ども映画会 ｢ふたつの胡桃」
■ 廃棄本配布（団体）
■ 廃棄本配布（個人）
■ こわ～いおはなし会
■ 夏休み子ども映画会
■ おはなしのじかん 0.1.2
■ おはなしひろば
■ 郷土史を学ぼう会

２日㈭ 14時～
4日㈯･11日㈯･18日㈯11時～

4日㈯ 14時～
7日㈫ 14時～
9日㈭ 10時～

10日㈮～ 12日㈰ 10時～
10日㈮ 19時～
18日㈯ 14時～
22日㈬ 11時～
25日㈯ 11時～
25日㈯ 14時～

■ 子ども講座②「夏休みサイエンス★ジオ講座」

■ ちいさなおはなしかい
■ おばけぞろぞろ　こわ～いおはなし会

■ おはなしのじかん
■ 夏休み上映会②「のっぺらぼう・トゥイーティー」

有明図書館

10 日㈮ 13時 30分～
　　　　11日㈯ 14時 30分～

18日㈯ 13時 30分～
25日㈯ 14時 30分～

27日㈪ 13時 30分～

島原図書館

市民相談センターのご案内

　納付には、便利な口座振替などの自動振込みをお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行 ）、島原雲仙農協、島原漁協、有明漁協
などで受け付けます
問い合わせ先
●市県民税・国民健康保険税　税務グループ市民税班（☎
　内線176）
●介護保険料　島原地域広域市町村圏組合介護保険課業
　務係（☎61-9101）または保険・健康増進グループ保
　険班（☎内線234）、有明支所（☎内線504）
●後期高齢者医療保険料　保険・健康増進グループ保険
　班（☎内線233）または有明支所（☎内線504）

市県民税（第２期）
国民健康保険税（第２期）
介護保険料普通徴収（第２期）
後期高齢者医療保険料普通徴収（第２期）
の納期は８月31日 ㈮ までです



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（７月１日現在）
　人　口　４８，１６３人　 　（前月比 － １６）　　
　　男　　 ２２，３８３人 　  （前月比 －  ２３）
　　女　　 ２５，７８０人 　  （前月比 ＋  　７）
　世帯数　 １８，９６９世帯　（前月比 ＋  １１）
　出生 25 件　死亡 35 件　転入 67 件　転出 66 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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平成 24年 10月開通！
島原中央道路開通記念イベント

島原中央道路
「公開フリーウォーキング」 & 「しまばらハイウェイマラソン大会」

9/23㈰
開 催

　「島原中央道路」が 10月に完成することを記念し、「島原中央道路公開フリー
ウォーキング」＆「しまばらハイウェイマラソン大会」を開催します。
　完成後は、自動車専用道路として使用されるため、島原中央道路を歩いたり
走ることができる最初で最後の機会となります。ぜひ、この機会に有明海を望
みながらさわやかな汗を流してみませんか。

◉島原中央道路公開フリーウォーキング
　島原中央道路の３個所のインターチェンジと「まゆ
やまトンネル」両側の計５個所を開放します。
　体力に合わせて、好きな区間を散策してください。
▶と　き　9 月 23 日（日） 7 時 30 分～ 9 時 30 分
▶開放個所　島原ＩＣ（下折橋町）、島原外港ＩＣ（親
　和町・新湊二丁目）、島原南ＩＣ（秩父が浦町）、ま
　ゆやまトンネル北側（白水川高架橋付近）・南側（萩
　が丘高架橋付近）
▶参加方法　申し込みは不要です。ご自由に参加して
　ください（※熱中症対策のため、飲み物などを持参
　してください）
※駐車場はありませんので、開放個所ま
   では各自徒歩などでお願いします。近
   隣の迷惑となるので路上駐車などはし
   ないでください

◉しまばらハイウェイマラソン大会
▶と　き　9 月 23 日（日）10 時～ 12 時
▶受付時間　7 時 30 分～ 9 時 30 分（市営陸上競技場）
▶コース　市営陸上競技場（スタート） → 島原ＩＣ 
　→ 島原南ＩＣ（折り返し）→ 島原ＩＣ → 市営陸
　上競技場（ゴール）（距離 13.6km）
▶参加資格　15 歳（高校生）以上の健康な人
▶募集人数　500 人（先着順）　▶参加費　1000 円 
▶申込期限　８月 17 日（金）まで 
▶申込方法　まちづくり管理グループ・各地区公民館
　に備え付けの「しまばらハイウェイマラソン大会申
　込書兼誓約書」を確認のうえ、申込書兼誓約書をま
　ちづくり管理グループへ提出してください
※マラソン大会実施中、市営陸上競技場から旧島原藩
　薬園跡までの道路については、通行止めといたしま
　す。皆さんのご理解ご協力をお願いします

問い合わせ先　まちづくり管理グループ総務管理班（☎ 63-1111　内線 251・255）
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